
三
井
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散
り
落
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池
の
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青
竹
隔

へ

だ
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乙
お
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女
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め

ご
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八
日 
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中
臣
正
比
呂 

 

天
台
寺
宗
門
の
三
井
寺

み

い

で

ら

は
長
等
山

な
が
ら
さ
ん  

園
城
寺

お
ん
じ
ょ
う
じ

と
云
う
。
寺
に
は
霊
水
が
湧
き
、
金
堂
の

弥
勒

み

ろ

く

菩
薩
に
供
え
る
「
閼
伽

あ

か

水 み
ず

」
に
用
い
た
が
、
天
智
、
天
武
、
持
統
の
三
帝
の
産

湯
の
井
戸
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
御
井
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

平
安
時
代
、
天
台
座
主
・
智
証

ち
し
ょ
う

大
師

だ

い

し

円
珍
は
こ
の
寺
を
天
台
別
院
と
し
て
中
興
し
、

三
部
灌
頂
の
法
儀
に
こ
の
霊
泉
を
用
い
て
、
御
井
寺
は
三
井
寺
と
な
っ
た
。 

桜
の
花
び
ら
は
霊
泉
に
流
さ
れ
て
恋
の
池
へ
赴

お
も
む

く
。
先
は
琵
琶
湖
疎
水

そ

す

い

で
あ
る
。 


